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ａ）　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証、その他のビデオ等の視聴覚材料

ID

番号
形式 表題 撮影日（年月）

写真撮影者

／ビデオの製

作責任者

著作権者 著作権者の連絡先

非排他

的権利

譲渡

写真 

2-1

スライド／

画像情報

中尊寺供養願文

（部分）
２００６年６月 中尊寺 中尊寺

中尊寺

〒 029-4195

岩手県西磐井郡平泉

町平泉字衣関 202

tel:0191-46-2211 ／

fax:0191-46-2216

承諾

写真 

2-2

スライド／

画像情報

束稲山から望む

平泉
２００９年８月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株式会社

〒 021-0882

岩手県一関市上大槻

街 3-11

ｔｅｌ :0191-46-4161 ／

fax:0191-46-4165

承諾

写真 

2-4

スライド／

画像情報
中尊寺航空写真 ２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-5

スライド／

画像情報
大池伽藍跡 ２００９年４月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-6

スライド／

画像情報
月見坂（中尊寺） ２００９年６月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-7

スライド／

画像情報

中尊寺境内で行

われている川西念

仏剣舞

２００８年１１月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-8

スライド／

画像情報

金色堂（正面／東

から）
２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-9

スライド／

画像情報
軒先（金色堂） ２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-10

スライド／

画像情報
正面の扉（金色堂） ２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-11

スライド／

画像情報
金色堂内部（正面） ２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-12

スライド／

画像情報
金色堂内部（側面） ２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-13

スライド／

画像情報
柱（基部）（金色堂） ２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-17

スライド／

画像情報
長押（金色堂） ２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-18

スライド／

画像情報

中央壇の孔雀の

意匠（金色堂）
２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-20

スライド／

画像情報

北西壇の仏像群

（中央は阿弥陀如

来像）（金色堂）

２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

表7-1-1　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証（１／７）
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表7-1-2　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証（２／７）

ID

番号
形式 表題 撮影日（年月）

写真撮影者

／ビデオの製

作責任者

著作権者 著作権者の連絡先

非排他

的権利

譲渡

写真 

2-21

スライド／

画像情報

南西壇の仏像群

（中央は阿弥陀

如来像）（金色堂）

２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-22

スライド／

画像情報

北東から見た金

色堂覆堂
２００８年１１月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-23

スライド／

画像情報
東から見た経蔵 ２００８年１１月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-25

スライド／

画像情報

経箱に収められた

経典
２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-26

スライド／

画像情報

紺紙金銀字交書

一切経
２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

2-33

スライド／

画像情報
毛越寺航空写真 ２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-35

スライド／

画像情報

円隆寺金堂の礎

石（毛越寺）
２００８年１１月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-37

スライド／

画像情報

南東方向から望

む庭園（背後の山

の最高所は塔山）

（毛越寺）

２００６年９月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-38

スライド／

画像情報

南東方向から望

む庭園（秋）（毛越

寺）

２００８年１１月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-39

スライド／

画像情報

南東方向から望

む庭園（冬）（毛越

寺）

２００８年１２月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-40

スライド／

画像情報

南東方向から望

む庭園（秋）（毛越

寺）

２００８年１０月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-42

スライド／

画像情報

礫敷汀線（洲浜）

（毛越寺）
２００９年８月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-43

スライド／

画像情報

出島と立石（毛越

寺）
２００８年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-44

スライド／

画像情報

出島と立石（毛越

寺）
２００８年 10 月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-45

スライド／

画像情報
築山（毛越寺） ２００８年５月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-46

スライド／

画像情報
中島（毛越寺） ２００８年５月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾
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ID

番号
形式 表題 撮影日（年月）

写真撮影者

／ビデオの製

作責任者

著作権者 著作権者の連絡先

非排他

的権利

譲渡

写真 

2-47

スライド／

画像情報

発掘調査時の中

島（毛越寺）
1 ９９０年１１月

平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会

平泉町教育委員会

〒 029-4192

岩手県西磐井郡平泉

町平泉字志羅山 45-2

tel:0191-46-2218 ／

fax:0191-46-3080

承諾

写真 

2-49

スライド／

画像情報
遣水（毛越寺） ２００９年８月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-50

スライド／

画像情報
遣水（毛越寺） ２００９年９月

岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会

岩手県教育委員会

〒 020-8570

岩手県盛岡市内丸

10-1

tel:019-629-6177 ／

fax:019-629-6179

承諾

写真 

2-52

スライド／

画像情報

南から見た遣水

（毛越寺）
２００８年１１月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-53

スライド／

画像情報

南から見た発掘

調査時の遣水（毛

越寺）

1 ９８４年８月
平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会
平泉町教育委員会 承諾

写真 

2-58

スライド／

画像情報

南から見た常行

堂
２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-59

スライド／

画像情報

常行堂で行われ

ている延年の舞、

「老女」の舞

２００９年１月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-60

スライド／

画像情報

常行堂で行われ

ている延年の舞、

「若女」の舞

２００９年１月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-61

スライド／

画像情報

常行堂で行われ

ている常行三昧
２００９年１月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-62

スライド／

画像情報

東方向から望む

観自在王院跡
２００９年４月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-63

スライド／

画像情報

観自在王院跡航

空写真
２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-64

スライド／

画像情報

観自在王院跡で

行われている宗教

儀式

２００９年５月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-65

スライド／

画像情報

東方向から望む

観自在王院跡
２００９年８月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-66

スライド／

画像情報

南方向から望む

観自在王院跡
２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

表7-1-3　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証（３／７）
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ID

番号
形式 表題 撮影日（年月）

写真撮影者

／ビデオの製

作責任者

著作権者 著作権者の連絡先

非排他

的権利

譲渡

写真 

2-67

スライド／

画像情報

東から見た中島

（観自在王院跡）
２００９年８月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-68

スライド／

画像情報

滝石組（観自在王

院跡）
２００９年５月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-70

スライド／

画像情報

無量光院跡航空

写真
２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-71

スライド／

画像情報

金銅製瓔珞（出土

品）（無量光院跡）
２００５年１月

平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会
平泉町教育委員会 承諾

写真 

2-72

スライド／

画像情報

東方向から望む

無量光院跡（背後

の山は金鶏山）

２００９年８月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-73

スライド／

画像情報

東から望む無量

光院跡
２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-74

スライド／

画像情報

北東から見た土

塁（無量光院跡）
２００９年８月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-75

スライド／

画像情報

南から見た本堂の

礎石（無量光院跡）
２００９年４月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-76

スライド／

画像情報

発掘された最も大

きな中島の遺構

（無量光院跡）

２００８年１０月
平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会
平泉町教育委員会 承諾

写真 

2-80

スライド／

画像情報

西上空から望む

金鶏山
２００８年１０月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-81

スライド／

画像情報
金鶏山航空写真 ２００９年６月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-82

スライド／

画像情報

西方向から望む

金鶏山
２００９年６月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-84

スライド／

画像情報

金鶏山の山頂の

経塚における甕

の出土状況

1 ９３０年１１月
平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会
平泉町教育委員会 承諾

写真 

2-85

スライド／

画像情報

南東方向から望

む柳之御所遺跡
２００９年６月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-86

スライド／

画像情報

柳之御所航空写

真
２００９年９月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

2-87

スライド／

画像情報

南西方向から望

む柳之御所遺跡

及び背後の束稲

山

２００９年６月
川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

表7-1-4　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証（４／７）
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表7-1-5　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証（５／７）

ID

番号
形式 表題 撮影日（年月）

写真撮影者

／ビデオの製

作責任者

著作権者 著作権者の連絡先

非排他

的権利

譲渡

写真 

2-88

スライド／

画像情報

東から見た堀跡と

橋脚跡（柳之御所

遺跡）

２００８年１１月
岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

写真 

2-89

スライド／

画像情報

北から見た池遺

構（柳之御所遺跡）
２００５年８月

岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

写真 

2-90

スライド／

画像情報

南西から見た遺

構の航空写真（柳

之御所遺跡）

２００３年１０月
岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

写真 

2-93

スライド／

画像情報

東から見た主要

建物 C の遺構（柳

之御所遺跡）

２００６年６月
岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

写真 

2-94

スライド／

画像情報

南から見た主要

建物 D の遺構（柳

之御所遺跡）

２００６年８月
岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

写真 

2-95

スライド／

画像情報

中国産の青白磁

埦（柳之御所遺跡）
２００９年１０月

岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

写真 

2-96

スライド／

画像情報

仏教儀式のため

の鉄製火舎（柳之

御所遺跡）

２００９年１０月

財団法人岩

手県文化振

興事業団

財団法人岩

手県文化振

興事業団

財団法人岩手県文

化振興事業団〒 020-

0853

盛岡市下飯岡 11 地

割 185 番地

tel:019-638-9001 ／

fax:019-638-8563

承諾

写真 

2-99

スライド／

画像情報

仏教儀式のため

の鉄製花瓶（柳之

御所遺跡）

２００９年１０月

財団法人岩

手県文化振

興事業団

財団法人岩

手県文化振

興事業団

財団法人岩手県文化

振興事業団
承諾

写真 

4-1

スライド／

画像情報

中尊寺における

消防訓練
２００９年１月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

5-3

スライド／

画像情報

毛越寺における

曲水の宴
２００９年５月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

A4-39

スライド／

画像情報

金銅製華鬘（金色

堂）
２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

A4-40

スライド／

画像情報

金銅製幡頭（金色

堂）
２００６年６月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

写真 

A4-47

スライド／

画像情報

南方向から見た

整備前の毛越寺

庭園遣水通水実

験

１９８４年８月
平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会
平泉町教育委員会 承諾
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表7-1-6　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証（６／７）

ID

番号
形式 表題 撮影日（年月）

写真撮影者

／ビデオの製

作責任者

著作権者 著作権者の連絡先

非排他

的権利

譲渡

写真 

A4-53

スライド／

画像情報

発掘された礫敷

（毛越寺）
１９８１年１１月

平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会
平泉町教育委員会 承諾

写真 

A4-88

スライド／

画像情報

西から見た柳之

御所遺跡
２００９年６月

川嶋印刷株

式会社

川嶋印刷株

式会社
川嶋印刷株式会社 承諾

写真 

A4-96

スライド／

画像情報

墨書された折敷

（柳之御所遺跡）
２００９年１０月

岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

写真 

A4-99

スライド／

画像情報

墨書された折敷

（柳之御所遺跡）
２００９年１０月

岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

図 

1-1

スライド／

画像情報

世界における位

置図
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所〒 102-0083

東京都千代田区麹町

3 丁目 7 番地 6

ｔｅｌ :03-5226-1101 ／

fax:03-5226-1112

承諾

図 

1-2

スライド／

画像情報

東アジアにおける

位置図
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

1-3

スライド／

画像情報

東北地方におけ

る位置図
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

1-4

スライド／

画像情報

関係市町におけ

る位置図
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

1-5

スライド／

画像情報

推薦資産及び緩

衝地帯の範囲図
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-2

スライド／

画像情報

中尊寺の地図

（１１６, ０００）
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-3

スライド／

画像情報
金色堂の図面 １９６６年１２月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

図 

2-9

スライド／

画像情報

金色堂覆堂の図

面
１９６５年３月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

図 

2-10

スライド／

画像情報
経蔵の図面 １９７８年１１月 中尊寺 中尊寺 中尊寺 承諾

図 

2-11

スライド／

画像情報

大池伽藍跡の地

図（1 ／２, ０００）
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-14

スライド／

画像情報

毛越寺の地図（1

／８, ０００）
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-17

スライド／

画像情報

庭園遺構位置図

（1 ／２, ０００）
２００９年１２月

平泉町教育

委員会

平泉町教育

委員会
平泉町教育委員会 承諾
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表7-1-7　写真・スライド・図版の目録及び使用許可証（７／７）

ID

番号
形式 表題 撮影日（年月）

写真撮影者

／ビデオの製

作責任者

著作権者 著作権者の連絡先

非排他

的権利

譲渡

図 

2-22

スライド／

画像情報

観自在王院跡の

地図（1 ／８, ０００）
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-24

スライド／

画像情報

無量光院跡の地

図（1 ／３, ０００）
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-31

スライド／

画像情報

金鶏山の地図（1

／４, ０００）
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-32

スライド／

画像情報

柳之御所遺跡の

地図（1 ／６, ０００）
２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

2-33

スライド／

画像情報

柳之御所遺跡

の遺構は位置図

（１１, ８００）

２００９年１２月
岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾

図 

4-2

スライド／

画像情報

文化財保護法に

よって保護され

ている推薦資産

の範囲図（1 ／

２０, ０００）

２００９年１２月
株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

4-3

スライド／

画像情報

推薦資産及び緩

衝地帯における

法規制図（その１）

（１１００, ０００）

２００９年１２月
株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

A3-1

スライド／

画像情報
歴史年表 ２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

図 

A3-2

スライド／

画像情報
保存修理年表 ２００９年１２月

株式会社プ

レック研究所

株式会社プ

レック研究所

株式会社プレック研究

所
承諾

ビデオ

平泉

－仏国土（浄土）

を表す建築・庭園

及び考古学的遺

跡群－

２００９年１２月
岩手県教育

委員会

岩手県教育

委員会
岩手県教育委員会 承諾
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ｂ）保護のための指定に関する文書、管理計画の写し又は管

理体制の解説及び関連諸計画（抜粋）

・「平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群」包

括的保存管理計画（本冊）

「平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群」

包括的保存管理計画（分冊－１）

（中尊寺境内国宝・重要文化財建造物保存管理計画書）（抜粋）

「平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群」

包括的保存管理計画（分冊－２）

（史跡・名勝に関する保存管理計画）（抜粋）［付属資料－１１参照］

・文化財保護法［参考資料－１参照］

・平泉町総合計画

・平泉町観光振興計画

・平泉町景観計画

・岩手県土地利用基本計画

・岩手県都市計画マスタ－プラン

・「平泉の文化遺産」保存管理・活用推進アクションプラン

・いわて県民計画
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計画期間 ２００１年度～２０１０年度

実施主体 平泉町

計画策定者 平泉町

対象範囲 平泉町

目次

Ⅰ　序章

第１章　計画の策定にあたって

　　　　１－１　計画の目的　　1 －２　計画の役割　　1 －３　計画の構成と期間

Ⅱ　現況と課題　

第１章　平泉町を取り巻く観光の現状と課題 

　　　　１－１　時代状況　　1 －２ 　国・県等関連計画　　1 －３　まちづくりの歩み

第２章　現況と課題

　　　　２－ 1　平泉町の現況　　２－２　 町民意向　　２－３　 平泉町の課題

Ⅲ　基本構想

第１章　将来像

第２章　まちづくりの基本方針

第３章　目標とする人口、世帯、就業者数

第４章　施策の大綱

　　　　４－ 1　美しい自然のまち　　４－２　健やかな福祉のまち

　　　　４－３　学び楽しむ文化のまち　　４－４　快適な生活環境のまち

　　　　４－５　活気ある産業のまち　　４－６　行き交う便利なまち　　４－７　共に創るまち

第５章　戦略プロジェクト

　　　　５－ 1　千年やすらぎプロジェクト　　５－２　千年文化プロジェクト

第６章　土地利用基本構想

計画概要

（構成資産に関して）

　２００１～２０１０年度までの１０年間における平泉町の進むべき方向と基本施策、重点施策を明確

にし、まちづくりの基本方向を示すことを目的とする計画である。町政の目標・基本方針や具体的な

施策を中心に、町行政の立場・役割を明らかにしつつ、国・県・広域圏行政との調整・連携を進める

うえでの指針と位置付けられる。

　２００１年に我が国の世界遺産暫定一覧表に記載された「平泉の文化遺産」は、本計画の全般に

わたり、人類の貴重な財産と位置付けられており、その調査・研究・保護・整備及び周辺の町並みづ

くりなどをまちづくりの課題として掲げている。特に町政の戦略プロジェクト「千年文化プロジェクト」は、

推薦資産を主軸に置きつつ、「古都平泉創造事業」、「平泉文化創造事業」等を実施し、推薦資産

の保全と調査・整備及び歴史文化観光の推進を図り、次の千年に向けた文化創造と人材育成進め

ることとしている。

　また、土地利用基本構想においては、その基本施策として、推薦資産を結ぶゾ－ンを「歴史交流

ゾ－ン」として位置付け、自然環境と貴重な歴史遺産の保全と活用を図りつつ、ウオ－キング＆サイ

クリングや乗り合い電気タクシ－による周遊観光の推進を掲げている。

連絡先

平泉町役場

〒０２９－４１９２　岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山４５－２

TEL．０１９１－４６－２１１１　FAX．０１９１－４６－３０８０

表7-2　平泉町総合計画
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表7-3　平泉町観光振興計画

計画期間 ２００６年度～２０１０年度

実施主体 平泉町

計画策定者 平泉町

対象範囲 平泉町

目次

序章　計画の策定にあたって

　　　　1. 背景と目的 

　　　　２. 計画の位置付け

　　　　３. 計画の期間

第１章　平泉町を取り巻く観光の現状と課題 

　　　　1. 国内の観光動向

　　　　２. 平泉町の観光の現状

　　　　３. 平泉町の観光の課題

第２章　観光振興の基本的方向

　　　　1. 基本理念

　　　　２. 基本的方向

　　　　３. 目標値の設定

第３章　観光振興の施策展開

　　　　1. 魅力あふれる観光地づくり

　　　　２. 産業としての観光の振興

　　　　３. やさしく迎える観光地づくり

　　　　４. 国際観光・広域観光連携の推進

計画概要

（構成資産に関して）

　世界遺産登録を目指す平泉の魅力を発信しつつ、来訪者の受け入れ態勢を整備していくために、

平泉町における今後の観光の方向性を明らかにし、地域を上げた観光振興を目指すことを目的と

する。

　平泉は全国的に知名度の高い観光地であり、また２００１年に我が国の世界遺産暫定一覧表に記

載されたことから、今後国内のみならず海外からの外国人観光客の増加が予測されることを前提とし

て、平泉町総合計画に準じた基本理念の下に、観光振興の基本的方向について「魅力あふれる観

光地づくり」「産業としての観光の振興」「やさしく迎える観光地づくり」「国際観光・広域観光連携の推進」

の４項目に分類して示している。

　特に、観光の国際化を推進するための施策については、世界遺産にふさわしい景観形成及び観

光客の期待を裏切らない景観づくりを推進するため、周遊ル－トからの修景事業及び看板規制、町

並み整備、景観阻害要因の撤去等を掲げている。

　また、インバウンドの誘客促進として、国際観光振興機構（ＪＮＴＯ）及び世界遺産を持つ地方公共

団体に加え、岩手県・仙台・東北地方の観光地等と連携して誘客活動を推進することとしている。

連絡先

平泉町役場

〒０２９－４１９２　岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山４５－２

TEL．０１９１－４６－２１１１　FAX．０１９１－４６－３０８０
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表7-4-1　平泉町景観計画（１／２）

計画期間 ２００８年～２０２７年　※ただし、ここでは本計画における景観形成方針のみ掲示

実施主体 平泉町

計画策定者 平泉町

対象範囲 平泉町

目次

序　　計画の基本的事項

１章　地域の景観的特徴 

　　　　1. 景観の特徴

　　　　２. 景観の現況

２章　課題の把握

３章　基本理念

４章　景観形成の方針と基準

　　　　１. 景観形成基本方針

　　　　２. 景観形成基準

　　　　３. 景観重要公共施設の整備に関する事項

　　　　４. 景観まちづくりの推進方針

計画概要

（構成資産に関して）

　平泉の文化遺産（推薦資産を含む）とその周辺が一体となって形成する景観を保存継承するととも

に、その保全に関し必要な事項を景観法に基づく景観計画として定め、資産の価値にふさわしいま

ちづくりの実現を図ることを目的としている。

　１章　地域の景観的特徴

　平泉の景観における特徴については、「推薦資産のみならず、周囲の自然地形をも包含するもの

であること」「資産の立地と周辺の自然地形の間に、信仰などの精神的な方位性が意識されているこ

と」「資産と周辺が自然環境のなかで一体化していること」の３点に整理し、それらが今なお継承され

ていることを重視しつつ、これまで、景観形成の取り組みがまちづくりと一体化した施策の下に展開

してきた経緯にも注目している。

　また、景観の現況については、２００３年度に行われた景観資源調査の成果を基に、景観資源を「自

然景観資源」「歴史景観資源」「風土景観資源」等に整理している。

　２章　課題の把握

　平泉の景観に関する課題について、歴史文化の資産と周辺環境との調和の観点及び景観形成

まちづくりの観点から整理する。

　まず、資産と周辺環境との調和の観点から、資産と周辺の自然環境は良好に保全されているもの

が多いとしながらも、一部建築物や工作物に景観を疎外する要因がある現状及びそれによる将来

の開発に対する懸念が掲げられており、現状を改善した上で、平泉の景観が今以上に美しく価値あ

るものとして将来に継承される方策が必要であるとしている。

　次に、景観形成まちづくりの観点から、良好な景観形成のためには景観を守り育てる意識共有が

重要であり、法的裏付けによる誘導とともに住民参加によるまちづくりとしての意識共有の仕組みが

課題として挙げられている。

　３章　基本理念

　本計画は、平泉が有する文化的景観を保全する方針を示しつつ、同時に将来へと継承していくた

めの景観まちづくりの仕組みを用意することによって、住民と行政が連携し、より広く専門家や事業

者の協力を得て、住民や平泉を訪れる人が安らぎを感じ、平泉の文化遺産を生かしながら、新たな

出会いと文化を創造していくことを基本理念とし、併せて平泉の景観を守り育てることを目標に掲げ

ている。
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表7-4-2　平泉町景観計画（２／２）

計画概要

（構成資産に関して）

　４章　景観形成の方針と基準

　景観法に基づき、平泉における「景観形成基本方針」「景観形成基準」「景観重要公共施設の整

備に関する事項」「景観まちづくりの推進方針」それぞれについて、その具体的な計画を示すもので

ある。

　まず、「景観形成基本方針」は以下の５項目から成る。

　「Ⅰ　歴史的遺産とその周辺の様相を保全する」……平泉の景観にとって重要な地区を景観法に

基づく景観地区として定める。

　「Ⅱ　景観に調和する建物のたたずまいを守り育てる」……地区別の目指すべき景観像に合った

建物等のたたずまいへの規制誘導、景観形成推進の仕組みを整備する。

　「Ⅲ　文化的景観の眺めを保全する」……文化的景観として重要な眺望景観を選定し、それらを

保全するための規制誘導を行う。

　「Ⅳ　景観に調和した公共施設整備」……景観形成上、重要かつ整備に関する事項等が必要と

考えられる公共施設を景観計画に基づく「景観重要公共施設」として指定し、平泉の景観にふさわ

しい意匠へと誘導を行う。

　「Ⅴ　景観阻害要因を排除改善し景観向上をはかる」……平泉の景観を疎外すると予想される工

作物等について、あらかじめル－ルを決めて対処する。

次に「景観形成基準」は、景観法に基づき建築物や工作物の建築や開発など既存の景観を変更す

る行為（以下、景観変更行為）のうち、景観へ少なからぬ影響を与える行為については、景観へと配

慮する必要があるとし、その配慮の指針や基準について、「①届出（認定申請）が必要な行為」、「②

地区別の景観形成基準」、「③眺望景観保全のための景観形成基準」に分類して、詳細かつ具体

的に示すものである。

　また、「景観重要公共施設の整備に関する事項」は、景観形成上重要な役割を担う公共施設を景

観法に基づく「景観重要公共施設」として指定する施設について、「①指定の方針」、「②景観重要

公共施設の一覧」、「③整備に関する事項」、「④占有等の許可基準」の４項目により、整備に関する

事項や占有許可等の基準を定め、平泉の景観と調和する公共施設へと誘導を行うものである。

　さらに、「景観まちづくりの推進方針」においては、景観まちづくりを進めていくための方針を「①景

観まちづくりの仕組みの確立」、「②景観形成基本方針と景観形成基準による景観形成」、「③景観

資源の登録による景観形成」、「④各種事業と連携した景観まちづくりアクションプラン」の４項目に

整理し、景観計画の目標実現のための機構を示している。

連絡先

平泉町役場

〒０２９－４１９２　岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山４５－２

TEL．０１９１－４６－２１１１　FAX．０１９１－４６－３０８０
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表7-5　岩手県土地利用基本計画

計画期間 基準年次：２００５年～目標年次：２０1 ７年

実施主体 岩手県

計画策定者 岩手県

対象範囲 岩手県

目次

前文　土地利用基本計画策定の趣旨

１　土地利用の基本方向

　（１）　県土利用の基本方向

　（２）　地域別の土地利用の基本方向

　　　ア　盛岡地域

　　　イ　久慈・二戸地区

　　　ウ　宮古地域

　　　エ　北上中部地域

　　　オ　両磐地域

　　　カ　釜石・大船渡地域

　（３）　土地利用の原則

　　　ア　都市地域

　　　イ　農業地域

　　　ウ　森林地域

　　　エ　自然公園地域

　　　オ　自然保全地域

２　五地域区分の重複する地域における土地利用に関する調整指導方針

　（１）　都市地域と農業地域とが重複する地域

　（２）　都市地域と森林地域とが重複する地域

　（３）　都市地域と自然公園地域とが重複する地域

　（４）　都市地域と自然保全地域とが重複する地域

　（５）　農業地域と森林地域とが重複する地域

　（６）　農業地域と自然公園地域とが重複する地域

　（７）　農業地域と自然保全地域とが重複する地域

　（８）　森林地域と自然公園地域とが重複する地域

　（９）　森林地域と自然保全地域とが重複する地域

３　土地利用上配慮されるべき公的機関の開発保全整備計画

計画概要

（構成資産に関して）

　県土利用の質的向上に関しては、安全で安心できる県土利用、自然と共生する持続可能な県土

利用、美しくゆとりある県土利用といった観点を基本とする。

　安全で安心できる県土利用の観点からは、自然災害により被害を受ける危険のある地域もあるこ

とを踏まえた適正な県土の利用を基本として、地域レベルから県土構造レベルまでのそれぞれの段

階で県土の安全性を総合的に高めていく。自然と共生する持続可能な県土利用の観点からは、自

然の健全な物質循環の維持、都市的土地利用に当たっての自然環境への配慮、生物の多様性が

確保された自然の保全・創出とそのネットワ－ク化等を図ることにより自然のシステムにかなった県土

利用を進めていく。美しくゆとりある県土利用の観点からは、土地利用の高度化等によるゆとりある

環境の形成、緑資源の確保・保全、歴史的風土の保存、個性ある景観の形成等を進めるとともに、

県民の余暇志向や自然とのふれあい志向へ適切に対応していく。

連絡先

岩手県　環境生活部

〒０２０－８５７０　岩手県盛岡市内丸 1 ０－ 1

TEL：０1 ９－６５1 －３１１1
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表7-6-1　岩手県都市計画マスタープラン（１／２）

計画期間 基準年次：２０００年～目標年次：２０２０年

実施主体 岩手県

計画策定者 岩手県

対象範囲 岩手県

目次

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
　盛岡広域都市計画区域マスタ－プラン
　紫波都市計画区域マスタ－プラン
　岩手都市計画区域マスタ－プラン
　雫石都市計画区域マスタ－プラン
　西根都市計画区域マスタ－プラン
　花巻都市計画区域マスタ－プラン
　東和都市計画区域マスタ－プラン
　北上都市計画区域マスタ－プラン
　水沢都市計画区域マスタ－プラン
　江刺都市計画区域マスタ－プラン
　金ケ崎都市計画区域マスタ－プラン
　前沢都市計画区域マスタ－プラン
　一関都市計画区域マスタ－プラン
　千厩都市計画区域マスタ－プラン
　東山都市計画区域マスタ－プラン
　大船渡都市計画区域マスタ－プラン
　陸前高田都市計画区域マスタ－プラン
　遠野都市計画区域マスタ－プラン
　釜石都市計画区域マスタ－プラン
　大槌都市計画区域マスタ－プラン
　宮古都市計画区域マスタ－プラン
　山田都市計画区域マスタ－プラン
　岩泉都市計画区域マスタ－プラン
　久慈都市計画区域マスタ－プラン
　二戸都市計画区域マスタ－プラン
　一戸都市計画区域マスタ－プラン

岩手県都市計画ビジョン
　序
　第１章　都市の現状と課題
　第２章　都市づくりに対する県民の意向
　第３章　「夢県土いわて」の都市づくりの基本理念
　第４章　「夢県土いわて」の目指すべき都市像（基本目標）
　第５章　広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　序　節　広域生活圏の都市づくりの基本方針について
　　第１節　盛岡広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第２節　岩手中部広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第３節　胆江広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第４節　両磐広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第５節　気仙広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第６節　釜石広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第７節　宮古広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第８節　久慈広域生活圏の都市づくりの基本方針
　　第９節　二戸広域生活圏の都市づくりの基本方針
　第６章　マスタ－プランに基づく都市づくりの推進
　参　考
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表7-6-2　岩手県都市計画マスタープラン（２／２）

表7-7-1　「平泉の文化遺産」保存管理／活用推進アクションプラン（１／２）

計画概要

（構成資産に関して）

　仙台藩の支藩に当たる一関藩三万石の城下町として栄えてきた一関市と、奥州藤原氏四代の拠

点として荘厳華麗な黄金文化が展開された平泉町を、一体の都市圏として設定するもの。

　当該区域では、大型店の郊外進出や中心市街地居住者の高齢化などによって、中心市街地の

空洞化による都市機能の低下が懸念されていることから、既にある基盤を活用した快適な都市環境

の整備が目標とされている。

　このことを踏まえ、本区域の将来像が「平泉を中心とした貴重な歴史・文化を継承し活かす」である

ことを明確に示すこととしている。

　また、区域の特色を活かしていくための方針として、平泉を中心とする貴重な歴史・文化を地域資

源として位置付け、街並みづくりや地域の活性化などに活かしていくとともに、水害をはじめとする災

害対策とも調和を図っていくこととしている。

連絡先

岩手県　県土整備部

〒０２０－８５７０　岩手県盛岡市内丸 1 ０－ 1

TEL：０1 ９－６５1 －３１１1

計画期間 ２００７年から２０1 ４年

実施主体 岩手県、一関市、奥州市、平泉町、国土交通省（岩手河川国道事務所）、寺社民間団体等

計画策定者 岩手県

対象範囲 一関市、奥州市、平泉町

目次

〔保存管理推進アクションプラン〕

　第１章　アクションプラン策定の概要

　第２章　アクションプランの目指す平泉の姿

　第３章　現在の姿と課題、施策の基本的方向、実施事業

　　　１　資産の保存管理

　　　２　景観の保全

　　　３　開発・観光による圧力からの保全

　　　４　保存管理意識の醸成

　第４章　事業リスト

〔活用推進アクションプラン〕

　第１章　

　　　１　アクションプラン策定の趣旨

　　　２　実施期間

　　　３　事業推進と信仰管理

　　　４　アクションプランが目指す姿

　第２章　現在の姿と課題、施策の基本的方向、実施事業

　　　１　来訪者の受入れ態勢の整備

　　　２　魅力ある地域づくり

　　　３　総合情報の発信と誘客事業の展開

　　　４　地域を支える人と産業づくり

　　　５　全県・他圏域への波及

　第３章　事業リスト
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表7-7-2　「平泉の文化遺産」保存管理／活用推進アクションプラン（２／２）

計画概要

（構成資産に関して）

　本アクションプランは、推薦資産及び緩衝地帯を含む平泉の「包括的保存管理計画」の内容を実

践するための「事業計画版」として位置付けられ、資産の保存管理及び活用に関する施策の方向

性を明らかにし、実施する事業を具体的に明示することを目的としている。

　対象地域においては、推薦資産の顕著な普遍的価値はもとより、周辺環境を構成する自然的要

素及び歴史的要素の保存と活用について、住民生活とも調和した一体的な保存管理を目標として

いる。この達成に向け、対象地域全体において目標に照らした「現在の姿と課題」を把握し、課題解

決に向けた「施策の基本的方向」を明らかにし、「具体的な事業を実施」することによって目標への

到達を図っている。

　事業の実施に当たっては、課題を明らかにした上で、その重要度及び緊急性等に配慮しつつ取り

組む必要があるため、実施期間を短期（３年間）及び中長期（５年間又はそれ以上）に区分している。

　保存管理に関するアクションプランでは、①資産の保存管理、②周辺環境の保全、③開発・観光

圧力からの保全、④保存管理意識の醸成の４項目が基本軸として設定されている。①では、推薦資

産を含む「平泉の文化遺産」の中心をなす史跡等についての保存管理に関する具体的な行動計

画が示されている。②及び③では、緩衝地帯を含む対象地域全体における景観保全と開発・観光

圧力のための具体的な行動計画が示されている。④では、知識の普及及び価値の伝達などの具体

的な行動計画が示されている。これらはいずれも関連する各種計画との密接な連携を図りつつ、対

象地域全体の一体的な保護・保全のため推進されている。現在実施中の事業は延べ９1事業である。

　活用に関するアクションプランでは、①来訪者の受入れ態勢の整備、②魅力ある地域づくり、③情

報発信と誘客事業の展開、④地域を支える人と産業づくり、⑤全県・他圏域への波及、の５項目が

基本軸として設定されている。①では、来訪者の受入れ態勢のための主体・手段・方法についての

具体的な行動計画が示されている。②では、「平泉の文化遺産」を活かしたまちづくり等のための具

体的な行動計画が示されている。③では、対象地域の魅力を伝えるための情報発信の方法等につ

いて、具体的な行動計画が示されている。④では、地域住民との協働・交流のための具体的な行動

計画が示されている。⑤では、広い地域スケ－ルにおける回遊・周遊ル－トの確立等のための具体

的な行動計画が示されている。このように、活用に関するアクションプランでは、対象地域への来訪

者に対してこの地域の魅力を伝えるとともに、「平泉の文化遺産」の保存管理と一体となった地域振

興策としての事業が推進されている。現在実施中の事業は延べ９３事業である。

連絡先

岩手県教育委員会事務局

〒０２０－８５７０　岩手県盛岡市内丸 1 ０－ 1

℡：０1 ９－６５1 －３１１1
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表7-8　岩手県民計画

計画期間 ２００９年度～２０１８年度

実施主体 岩手県

計画策定者 岩手県

対象範囲 岩手県

目次

はじめに

第 1 章　岩手の今をみつめる

第 2 章　「ゆたかさ」「つながり」「ひと」で岩手の未来を拓く

第 3 章　私たちが実現していきたい岩手の未来

第 4 章　岩手の未来をつくる 7 つの政策

第 5 章　岩手の未来を切り拓く 6 つの構想

第 6 章　地域振興の展開方向

第 7 章　県政運営の基本姿勢

参考資料

計画概要

（構成資産に関して）

第 3 章「私たちが実現していきたい岩手の未来」中、１「みんなの基本目標」において、中尊寺供養

願文の一節を引用し、それを踏まえて、「いっしょに育む「希望卿いわて」」　という基本目標を掲げて

いる。

第 4 章「岩手の未来をつくる７つの政策」中、５「教育・文化 -「人材・文化芸術の宝庫いわて」の実現 -」

において、平泉の文化遺産の世界遺産登録に向けた取組みを推進するとともに、歴史遺産の理解

と継承、国内外への情報発信を進めることとしている。

第 5 章「岩手の未来を切り拓く 6 つの構想」中、構想６「ソフトパワーいわて構想」において、文化に

触れる機会の充実や活動を担う人材を育てる環境の整備を行うこととしている。

連絡先

岩手県総合政策部

〒０２０－８５７０　岩手県盛岡市内丸 1 ０－ 1

℡：０1 ９－６５1 －３１１1
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ｃ）資産についての最近の記録の形態及び日付

中尊寺［１］

『平泉遺跡群発掘調査報告書－中尊寺第７３次』平泉町教育委員

会、２００９年３月、印刷物

金色堂［１１］・金色堂覆堂［1－２］

『国宝中尊寺金色堂附旧組高欄・附古材保存修理工事報告書』財

団法人文化財建造物保存技術協会編集、1 ９９1 年３月、印刷物

経蔵［1－３］

『重要文化財大長寿院経蔵・願成就院宝塔・釈尊院五輪塔保存修

理工事報告書』財団法人文化財建造物保存技術協会編集、1 ９７８

年３月、印刷物

毛越寺［２］

『特別史跡毛越寺境内附鎮守社跡整備報告書』平泉町教育委員

会、２００７年３月、印刷物

観自在王院［３］

『特別史跡毛越寺跡附鎮守社跡 特別名勝毛越寺庭園 名勝旧観

自在王院庭園 第２次保存管理計画書』平泉町教育委員会、２００５

年、印刷物

無量光院跡［４］

『特別史跡無量光院跡発掘調査報告書Ⅱ－第 1 ９次調査－』平泉

町教育委員会、２００９年、印刷物

金鶏山［５］

『特別史跡無量光院跡・史跡柳之御所・平泉遺跡群（柳之御所遺

跡）・史跡金鶏山・史跡達谷窟 保存管理計画書』平泉町教育委員会、

２００６年、印刷物

柳之御所遺跡［６］

『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第６６ 次発掘調査

概報－』岩手県教育委員会、２００９年、印刷物

ｄ）資料管理機関住所

岩手県教育委員会　岩手県盛岡市内丸１０番１号

平泉町教育委員会　岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山　　　　

　　　　　　　　　　　　　　４５－２

中尊寺	 　　　　　　岩手県西磐井郡平泉町平泉字衣関２０２

253第７章　資料



毛越寺	 　　　　　　岩手県西磐井郡平泉町平泉字大沢５８

ｅ）　参考文献

１）資産全体に関する報告書

・『発掘庭園資料』奈良国立文化財研究所史料 第４８冊、奈良国立

文化財研究所、1 ９９８年

・『発掘庭園一覧 ２００２年版』独立行政法人文化財研究所 奈良文

化財研究所 文化遺産研究部、２００２年

・『平泉町遺跡分布図』平泉町教育委員会、２００７年

・“Paradise and Gardens in Eastern Asia ,Final Report of the 

International Expert Meeting on Paradise and Gardens in Eastern 

Asia”,　独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所・文化

庁、２００９年

２）各構成資産に関する報告書（発掘調査・文化財修復等）

中尊寺（１）・大池伽藍跡（１－４）

・｢ 平泉中尊寺大金堂前第１次発掘調査概報 ｣『岩手大学学芸学

部研究年報第 1 ３巻』、1 ９５８年

・『中尊寺文化財総合調査（一）』宗教法人中尊寺、1 ９７９年

・『中尊寺－発掘調査の記録－』平泉遺跡調査会（代表藤島亥治

郎）・中尊寺、1 ９８３年

・『岩手県指定有形文化財法泉院小前沢坊庫裡保存修理工事報

告書』財団法人文化財建造物保存技術協会編集、関山中尊寺、

1 ９９０年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－特別史跡中尊寺境内円乗院・大

長寿院－』（第４３集）平泉町教育委員会、1 ９９４年

・『特別史跡中尊寺境内金剛院発掘調査報告書』（第５３集）平泉町

教育委員会、1 ９９４年

・『中尊寺総合調査－第１次遺構確認調査報告書－』関山中尊寺、

1 ９９４年

・『中尊寺総合調査－第２次遺構確認調査報告書－』関山中尊寺、

1 ９９７年

・『特別史跡中尊寺境内内容確認調査報告書（Ⅰ）』（第６６集）平泉

町教育委員会、1 ９９７年
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・『特別史跡中尊寺境内内容確認調査報告書（Ⅱ）遺構編』（第６９

集）平泉町教育委員会、1 ９９８年

・『特別史跡中尊寺境内内容確認調査報告書（Ⅲ）』（第７４集）平泉

町教育委員会、1 ９９９年

・『平泉遺跡群発掘調査略報－中尊寺跡第５７・５８・５９次－』（第

７５集）平泉町教育委員会、２０００年

・『中尊寺総合調査 中尊寺収蔵の出土遺物整理報告書』関山中

尊寺、２０００年

・『平泉遺跡群発掘調査略報－中尊寺跡第６1･ ６２次－』（第７７集）

平泉町教育委員会、２００１年

・『平泉遺跡群発掘調査略報－中尊寺跡第６１次Ⅱ期・６３・６４次

－』（第７８集）平泉町教育委員会、２００２年

・『平泉遺跡群発掘調査略報－中尊寺跡第６1 次Ⅲ期・６５次Ⅰ期・

６６・６７次－』（第８1 集）平泉町教育委員会、２００３年

・『中尊寺跡第６５次発掘調査報告書－衣川右岸堤防築堤に係わ

る発掘調査－』（第８４集）平泉町教育委員会、２００４年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－中尊寺第７０次』（第９２集）平泉

町教育委員会、２００５年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－中尊寺第７1 次』（第９７集）平泉

町教育委員会、２００６年

・『特別史跡中尊寺境内内容確認調査報告書－中尊寺第５1･ ５４

･ ５５･ ５９･ ６２･ ６４･ ６７･ ６９次』（第９８集）平泉町教育委員会、

２００６年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－中尊寺第７２次』（第 1 ０８集）平

泉町教育委員会、２００８年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－中尊寺第７３次』（第１１０集）平泉

町教育委員会、２００９年
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金色堂（１１）・金色堂覆堂（１－２）

・『中尊寺と藤原四代 中尊寺学術調査報告』朝日新聞社編、朝日

新聞社、1 ９５０年

・『中尊寺国宝重要文化財防災施設工事報告書』中尊寺、1 ９５９年

・『国宝中尊寺金色堂保存修理工事報告書』国宝中尊寺金色堂保

存修理委員会、彰国社、1 ９６８年

・『国宝中尊寺金色堂保存修理工事報告書 附図』国宝中尊寺金

色堂保存修理委員会、彰国社、1 ９６８年

・『国宝中尊寺金色堂附旧組高欄・附古材保存修理工事報告書』

財団法人文化財建造物保存技術協会編集、関山中尊寺、明新

印刷株式会社、1 ９９1 年

・『国宝中尊寺金色堂保存施設（新覆堂）改修工事報告書』関山中

尊寺、1 ９９０年

・『中尊寺御遺体学術調査最終報告』中尊寺編、1 ９９４年

・「中尊寺金色堂」（太田博太郎編『日本建築史資料集成　仏堂Ⅱ』

　中央公論美術出版）　清水　擴　２００３年

経蔵（１－３）

・『重要文化財大長寿院経蔵・願成就院宝塔・釈尊院五輪塔保存

修理工事報告書』財団法人文化財建造物保存技術協会編集、

宗教法人中尊寺、1 ９７８年

毛越寺（２）・庭園（毛越寺庭園）（２－１）・常行堂（２－２）

・｢ 円隆寺雨水溝発掘 ｣『史蹟名勝天然紀念物調査報告（第十号）』

小田島禄郎、岩手縣、1 ９３０年

・「平泉史蹟の保存について」『史蹟名勝天然記念物（６－４･ ５･ ９･

１１、７－３･ ８）』服部勝吉、史蹟名勝天然記念物保存協会、1 ９３

1~1 ９３２年

・『平泉－毛越寺と観自在王院の研究』藤島亥治郎編、東京大学

出版会、1 ９６1 年

・『特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書（第１次調査・第２次調

査）』平泉町教育委員会、1 ９８１年

・『特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書』平泉町教育委員会、1

９８２年
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・『特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書（第４次調査）』平泉町教

育委員会、1 ９８３年

・『特別史跡特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書－第５次調査

－』（第２集）平泉町教育委員会、1 ９８４年

・『特別史跡特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書－第６次調査

－』（第５集）平泉町教育委員会、1 ９８５年

・『特別史跡特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書－第７次調査

－』（第７集）平泉町教育委員会、1 ９８６年

・『特別史跡特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書－第９次調査

－』（第１０集）平泉町教育委員会、1 ９８７年

・『特別史跡特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書－第１１次調査

－』（第１２集）平泉町教育委員会、1 ９８８年

・『特別史跡特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書－第１２次調査

－』（第１４集）平泉町教育委員会、1 ９８９年

・『特別史跡特別名勝毛越寺庭園発掘調査報告書－第１３次調査

－』（第２６集）平泉町教育委員会、1 ９９1 年

・『毛越寺跡発掘調査報告書－毛越寺本堂改築工事関連発掘調

査－』（第１２７集）（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ

－、1 ９８８年

・『花立Ⅰ遺跡第２･ ３･ ４ 次 白山社遺跡第３次 西光寺跡第２次発

掘調査報告書』（第８９集）平泉町教育委員会、２００４年

観自在王院跡（３）

・『平泉－毛越寺と観自在王院の研究』藤島亥治郎編、東京大学

出版会、1 ９６1 年

・『昭和４７年度 平泉観自在王院跡整備発掘調査略報（第１次調

査・第２次調査）』平泉町・平泉町教育委員会、観自在王院跡整

備専門委員会、1 ９７３年

・『昭和４８年度（第２次）観自在王院跡発掘調査 略報告』平泉町教

育委員会、1 ９７３年

・『昭和５０年度 観自在王院跡発掘調査報告書』平泉町教育委員会、

1 ９７６年

・『昭和５２年度 観自在王院跡発掘調査報告書』平泉町教育委員会、

1 ９７８年

257第７章　資料



無量光院跡（４）

・『無量光院跡』埋蔵文化財発掘調査報告第三、文化財保護委員

会、1 ９５４年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－無量光院跡第１次－』（第３４集）

平泉町教育委員会、1 ９９３年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－無量光院跡第４次－』（第４７集）

平泉町教育委員会、1 ９９５年

・『平泉遺跡群発掘調査略報－無量光院跡第８・９・1 ０次－』（第７５

集）平泉町教育委員会、２０００年

・『特別史跡無量光院跡内容確認調査報告書－第１２次調査－』

（第８３集）平泉町教育委員会、２００３年

・『特別史跡無量光院跡発掘調査報告書Ⅰ－第１３次調査－』（第

８７集）平泉町教育委員会、２００４年

・『特別史跡無量光院跡発掘調査報告書Ⅱ－第１５次調査－』（第

９１集）平泉町教育委員会、２００５年

・『特別史跡無量光院跡発掘調査報告書Ⅲ－第１７次調査－』（第

９９集）平泉町教育委員会、２００６年

・『特別史跡無量光院跡発掘調査報告書Ⅳ－第１８次調査－』（第

１０７集）平泉町教育委員会、２００８年

・『特別史跡無量光院跡発掘調査報告書Ⅴ－第 1 ９次調査－』（第

1 ０９集）平泉町教育委員会、２００９年

金鶏山（５）

・｢ 平泉花舘遺址 ｣『文化財調査報告第一輯』、岩手縣教育委員会、

1 ９５1 年

・『花立Ⅰ遺跡第２･ ３･ ４次 白山社遺跡第３次 西光寺跡第２次発

掘調査報告書』（第８９集）平泉町教育委員会、２００４年
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柳之御所遺跡（６）

・『平泉館（柳の御所）第１次発掘調査略報』平泉町、平泉町教育委

員会、平泉遺跡調査会、1 ９６９年

・『平泉遺跡総合調査 第Ⅰ期第１次平泉館跡発掘調査略報』平泉

町、平泉町教育委員会、平泉遺跡調査会、1 ９７1 年

・『平泉遺跡総合調査 柳の御所第３次発掘調査略報』平泉町、平

泉町教育委員会、平泉遺跡調査会、1 ９７３年

・『柳之御所跡発掘調査報告書－第１１・1 ２次発掘調査概報－』（第

１集）平泉町教育委員会、1 ９８３年

・『柳之御所跡発掘調査報告書－第 1 ３・1 ４・1 ５・1 ６次発掘調査

概報－』（第３集）平泉町教育委員会、1 ９８４年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－柳之御所跡第１７次・志羅山遺跡

第２・３次調査概報－』（第６集）平泉町教育委員会、1 ９８５年

・『東北電力鉄塔用地発掘調査報告書』（第９集）平泉町教育委員

会、1 ９８７年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－伽羅之御所跡第２次・猫間が淵

跡第１次・柳之御所跡第 1 ８次調査－』（第１１集）平泉町教育委

員会、1 ９８７年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－猫間が淵跡第２次、柳之御所跡

第１９次調査－』（第１３集）平泉町教育委員会、1 ９８８年

・『柳之御所跡発掘調査報告書－第２０・２２次発掘調査－』（第１５

集）平泉町教育委員会、1 ９８９年

・『柳之御所跡発掘調査報告書－第２４次・２５次調査概報－平泉

バイパス・一関遊水地関連遺跡発掘調査』（第１９集）平泉町教育

委員会、1 ９９０年

・『柳之御所跡発掘調査報告書－第２７次・２９次調査概報－平泉

バイパス・一関遊水地関連遺跡発掘調査』（第２４集）平泉町教育

委員会、１９９１年

・『柳之御所跡発掘調査報告書－第３０次調査概報－平泉バイパ

ス・一関遊水地関連遺跡発掘調査』（第２８集）平泉町教育委員会、

1 ９９２年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－柳之御所跡第３２次・３３次・３４次

発掘調査－』（第２９集）平泉町教育委員会、1 ９９２年
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・『柳之御所跡発掘調査報告書－第３５次調査概報－平泉バイパ

ス・一関遊水地関連遺跡発掘調査』（第３２集）平泉町教育委員会、

1 ９９３年

・『平泉遺跡群範囲確認調査報告書－柳之御所跡第３８次・３９次・

４０次発掘調査－』（第３３集）平泉町教育委員会、1 ９９３年

・『平泉遺跡群範囲確認調査－第３７次柳之御所跡発掘調査報告

書－』（第９４集）岩手県教育委員会、1 ９９３年

・『柳之御所跡発掘調査報告書－平泉バイパス・一関遊水地関連

遺跡発掘調査－』（第３８集）平泉町教育委員会、1 ９９４年

・『平泉遺跡群範囲確認調査報告書－第４２ 次柳之御所跡発掘調

査報告書－』（第９６集）岩手県教育委員会、1 ９９４年

・『平泉遺跡群範囲確認調査報告書－高館跡第３次・柳之御所跡

第４４次発掘調査－』（第３９集）平泉町教育委員会、1 ９９４年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－柳之御所跡第４３次－』（第４０集）

平泉町教育委員会、1 ９９４年

・『柳之御所跡第４５次発掘調査報告書－平泉変電所昇圧工事に

伴う調査－』（第４６集）平泉町教育委員会、1 ９９４年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書－柳之御所跡第４６次－』（第４７集）

平泉町教育委員会、1 ９９５年

・『柳之御所跡－一関遊水地・平泉バイパス建設関連第２1・２３・

２８・３1・３６・４1 次発掘調査－』（第２２８集）（財）岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財センター、1 ９９５年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第４７・４８・４９次

発掘調査概報－』（第１０４集）岩手県教育委員会、1 ９９９年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第５０次発掘調査

概報－』（第１０７集）岩手県教育委員会、２０００年

・『平泉遺跡群発掘調査略報－柳之御所跡第５1 次－』（第７５集）

平泉町教育委員会、２０００年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第５２次発掘調査

概報－』（第１１１集）岩手県教育委員会、２００１年

・『平泉遺跡群発掘調査略報－柳之御所跡第５３・５４次－』（第７７

集）平泉町教育委員会、２００1 年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第５５次発掘調査

概報－』（第１１３集）岩手県教育委員会、２００２年
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・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第５６次発掘調査

概報－』（第１１７集）岩手県教育委員会、２００３年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第５７次発掘調査

概報－猫間が淵跡発掘調査本報告－第１次・第２次内容確認調

査総括報告－』（第１１８集）岩手県教育委員会、２００４年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第５９次発掘調査

概報－』（第１２１集）岩手県教育委員会、２００６年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第６４次発掘調査

概報－』（第１２３集）岩手県教育委員会、２００７年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第６５ 次発掘調

査概報－』（第１２５集）岩手県教育委員会、２００８年

・『平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡－第６６ 次発掘調

査概報－』（第１２７集）岩手県教育委員会、２００９年

３）保存管理計画書

・『特別史跡中尊寺境内 保存管理計画書』平泉町教育委員会、1

９８０年

・『特別史跡 毛越寺跡附鎮守社跡 特別名勝 毛越寺庭園 特別史

跡 無量光院跡 保存管理計画書』岩手県平泉町・岩手県平泉町

教育委員会、1 ９８７年

・『特別史跡中尊寺境内 第２次保存管理計画書』（第９５集）平泉町

教育委員会、２００５年

・『特別史跡毛越寺跡附鎮守社跡 特別名勝毛越寺庭園 名勝旧観

自在王院庭園 第２次保存管理計画書』（第９６集）平泉町教育委

員会、２００５年

・『特別史跡無量光院跡・史跡柳之御所・平泉遺跡群（柳之御所遺

跡）・史跡金鶏山・史跡達谷窟 保存管理計画書』（第１０２集）平泉

町教育委員会、２００６年

・『中尊寺境内国宝・重要文化財建造物 保存管理計画書』（第１０３

集）平泉町・中尊寺・白山神社、２００６年
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４）整備活用計画書

・『特別史跡毛越寺跡附鎮守社跡 観自在王院跡整備報告書』平

泉町教育委員会、1 ９７９年

・『柳之御所遺跡整備基本構想』岩手県教育委員会、1 ９９６年

・『柳之御所遺跡整備基本構想』岩手県教育委員会、２００1 年

・『柳之御所遺跡整備基本計画』岩手県教育委員会、２００３年

・『史跡柳之御所遺跡整備実施計画』岩手県教育委員会、２００４年

・『特別史跡毛越寺跡附鎮守社跡 史跡公園 観自在王院跡舞鶴が

池岸保存修理工事報告書』（第８６集）平泉町教育委員会、２００４

年

・『歴史都市平泉の将来を描く～平泉文化遺産整備構想～』平泉

町世界遺産推進室、２００４年

・『特別史跡中尊寺境内 大池跡整備基本構想報告書』平泉町、

２００５年

・『特別史跡無量光院跡整備基本計画書』平泉町、２００５年

・『特別史跡毛越寺境内附鎮守社跡整備報告書』平泉町教育委員

会、２００７年

５）平泉に関する図録・写真集等

①資産全体に関するもの

・『中尊寺』藤島亥治郎、河出書房新社、１９７１年

・『平泉と鎌倉－永福寺遺物展記念－』蘇れ黄金・平泉祭実行委員

会編、1 ９９５年

・『特別展　平泉　みちのくの浄土』ＮＨＫ仙台・ＮＨＫプラネット東北、

２００８年

・『平泉遺跡群考古資料精選Ⅰ』平泉町教育委員会、２００９年

・『平泉遺跡群考古資料精選Ⅱ』平泉町教育委員会、２００９年
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②各構成資産に関するもの

中尊寺（１）

・『中尊寺大観』齋藤隆三・柴田常恵、精華社、1 ９1 ８年

・『中尊寺総鑑』齋藤隆三・柴田常恵、大塚巧芸社、1 ９２５年

・『中尊寺大鏡』石田茂作、大塚巧芸社、１９４１年

・『中尊寺』監修石田茂作、朝日新聞社、1 ９５９年

・『中尊寺』保坂三郎、中央公論美術出版、1 ９６２年

・『日本の美術９ 平等院と中尊寺』福山敏男、平凡社、1 ９６４年

・『中尊寺黄金秘宝展 奥州平泉文化の全貌』中尊寺黄金秘宝展

実行委員会編、1 ９９３年

・『中尊寺を歩く』中尊寺仏教文化研究所編集、２００１年

・『国宝中尊寺展－奥州藤原氏三代の黄金文化と義経の東下り－』

財団法人 佐川美術館編集 ･ 発行、２００４年

毛越寺（２）

・『日本の民俗藝能Ⅲ　延年』本田安次　木耳社、1 ９６９年

柳之御所遺跡（６）

・『柳之御所遺跡発掘調査展 発掘された北の都』岩手県立埋蔵文

化財センター・（財）岩手県文化振興事業団編集・発行、1 ９９５年

･『柳之御所資料館常設展示図録』平泉町文化財センター編、

２０００年

６）海外における平泉に関する主な研究書等

・Hiraizumi:Buddhist Art and Regional Politics in Twelfth － Century 

Japan, Yiengpruksawan,Mimi Hall, Harvard University press, 1 ９９８年

・GRAND DICTIONNAIRE ENCYCLOPEDIQUE LAROUSSE TOME

４』LIBRAIRIE LAROUSSE, 1 ９８２年

・ENCICLOPEDIA VNIVERSAL ILVSTRADA EVROPEO －

AMERICANA TOMO Ⅴ（APENDICE）, 1 ９９６年

・「仏国寺蓮池に関する一考察」、『韓国庭苑学会誌』（ハングル）1

２－２　pp ７５～８２,　 洪光杓　1 ９９４年
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７）国内における平泉に関する主な研究書

・『奥州藤原氏四代』高橋富雄、吉川弘文館、1 ９５８年、新装版 1

９８７年

・『平泉－毛越寺と観自在王院の研究』藤島亥治郎編、東京大学

出版会、１９６１年

・『中世奥羽の世界』小林清治・大石直正編、東京大学出版会、1

９７８年

・『日本庭園史話』森 蘊、日本放送出版協会、1 ９８1 年

・『解説 山水並に野形図・作庭記』上原敬二編（著）、加島書店、1

９８２年

・『中尊寺史稿』佐々木邦世、1 ９８３年

・『平泉 中尊寺・毛越寺の全容』藤島亥治郎監修、中尊寺・毛越寺、

1 ９８６年

・『｢ 作庭記の世界 ｣ 平安期の庭園美』森 蘊、日本放送出版協会、

1 ９８６年

・『平泉関係文書の研究』佐々木博康、国書刊行会、1 ９８７年

・『日本の古寺美術 1 ９ 中尊寺と毛越寺』須藤弘敏・岩佐光晴共著、

保育社、1 ９８９年

・｢ 中尊寺金色堂の諸問題（上）－藤原氏葬法に関する一視座－ ｣

『岩手史学研究』第７1 号、菅野成寛、1 ９８８年

・｢ 中尊寺金色堂の諸問題（下）－諸仏安置法を主として－ ｣『岩手

史学研究』第７２号、菅野成寛、1 ９８９年

・『中尊寺金色堂と平安時代漆芸技法の研究』中里壽克、至文堂、

1 ９９０年

・『平泉－よみがえる中世都市』斉藤利男、岩波新書（新赤版）２1 ４、

岩波書店、1 ９９２年

・『日本の美術１１ 第３1 ８号 中尊寺の漆芸』中里壽克、至文堂、1

９９２年

・『奥州藤原氏と柳之御所跡』平泉文化研究会（代表大石直正）編、

吉川弘文館、1 ９９２年

・『日本史の中の柳之御所跡』平泉文化研究会（代表大石直正）編、

吉川弘文館、1 ９９３年

・『日本古代の庭園と景観』本中 眞、吉川弘文館、1 ９９４年

・『平泉建築文化研究』藤島亥治郎編著、吉川弘文館、1 ９９５年
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・｢ 特集：浄土庭園 ｣、『日本庭園学会誌』第６号、日本庭園学会、1

９９８年

・『平泉中尊寺 金色堂と経の世界』佐々木邦世、中尊寺、吉川弘文

館、1 ９９９年

・『日本考古学協会２００1 年度盛岡大会研究発表資料集 都市・平

泉－成立とその構成－』日本考古学協会２００１年度盛岡大会実

行委員会編、２００１年

・『奥州藤原氏五代－みちのくが一つになった時代－』大矢邦宣、

河出書房新社、２００１年

・『平泉文化研究年報』第１号、岩手県教育委員会編、２００１年

・『平泉文化研究年報』第２号、岩手県教育委員会編、２００２年

・『平泉文化研究年報』第３号、岩手県教育委員会編、２００３年

・『平泉文化研究年報』第４号、岩手県教育委員会編、２００４年

・『平泉文化研究年報』第５号、岩手県教育委員会編、２００５年

・『平泉文化研究年報』第６号、岩手県教育委員会編、２００６年

・『平泉文化研究年報』第７号、岩手県教育委員会編、２００７年

・『平泉文化研究年報』第８号、岩手県教育委員会編、２００８年

・『平泉文化研究年報』第９号、岩手県教育委員会編、２００９年

・『日本美術２ 第４２９ 号 発掘された庭園』田中哲雄、至文堂、

２００２年

・『日本の庭園』進士五十八、中公新書 1 ８1 ０、中央公論新社、

２００５年

・『平泉への道－国府多賀城・胆沢鎮守府・平泉藤原氏－』工藤雅

樹、雄山閣、２００５年

265第７章　資料



８）歴史資料

（海外）

・『宋史』巻４９1 外国伝・日本国（『宋史』｢ 日本伝 ｣）（1 ４ 世紀）、『新

訂 旧唐書倭国日本伝・宋史日本伝・元史日本伝－中国正史日

本伝（２）－』石原道博編訳、岩波文庫、岩波書店、1 ９５６年、新

訂版 1 ９８６年

（国内）

・『作庭記』（平安時代）『古代中世藝術論』日本思想大系２３、林屋

辰三郎校注、岩波書店、1 ９７３年

・『中右記』（寛治１～保延４年 1 ０８７～１１３８）『増補史料大成』９～

1 ５、臨川書店、1 ９８０年

・『台記』（保延２～久寿２年１１３６～１１５５）『増補史料大成』２３～

２５、臨川書店、1 ９８９年

・『玉葉』第 1 ～第３（長寛２～建仁２年１１６４～ 1 ２０３）国書刊行会、

1 ９０６・1 ９０７年

・『陸奥話記』（平安時代後期）『古代政治社会思想』日本思想大系

８、大曾根章介校注、岩波書店、1 ９７９年

・『奥州後三年記』（貞和３年 1 ３４７）『群書類従』第２０輯、合戦部、

塙保己一編纂、続群書類従完成会、1 ９３２年、訂正３版 1 ９９０年

・『吾妻鏡』前篇 ･ 後篇（1 ３ 世紀後半～ 1 ４世紀編纂）『新訂増補

国史大系』第３２巻・第３３巻、黒板勝美・国史大系編修会編輯、

吉川弘文館、1 ９６４・1 ９６５年

・『義経記』（室町時代 1 ３９２～ 1 ４５０）、島津久基校訂、岩波文庫、

岩波書店、1 ９３９年

・『山家集』西行（1 ２世紀以降・制作年代不詳）、佐々木信綱校訂、

岩波文庫、岩波書店、1 ９２８年

・『おくのほそ道』松尾芭蕉（元禄２年 1 ６８９）、久富哲雄全訳注、講

談社、２００５年

・「奥羽観蹟聞老志 巻之十」佐久間義和（享保４年 1 ７1 ９）『仙台

叢書』奥羽観蹟聞老志 上 ･ 下、仙台叢書刊行会、1 ９２８・1 ９２９ 

年

・『平泉旧蹟志』相原友直（宝暦 1 ０年 1 ７６０）、『仙台叢書』第１巻、

仙台叢書刊行会、1 ９２２年
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・『風土記御用書出 西磐井郡平泉村』（安永年間 1 ７７２～ 1 ７８1）

『宮城県史』２７、資料篇５、宮城県史刊行会、1 ９５９年、復刻版 1

９８７年

・『書出 岩井郡西岩井平泉村 天台宗醫王山金剛院毛越寺』（安永

４年 1 ７７５）『宮城県史』２７、資料篇５、宮城県史刊行会、1 ９５９年、

復刻版 1 ９８７年

・『書出 磐井郡西磐井郷中尊寺村 天台宗関山中尊寺弘台壽院』

（安永４年 1 ７７５）『宮城県史』２７、資料篇５、宮城県史刊行会、1

９５９年、復刻版 1 ９８７年

・『かすむこまかた』菅江真澄（天明６年 1 ７８６）、『菅江真澄遊覧記

２』内田武志・宮本常一編訳、東洋文庫６８、平凡社、1 ９６６年

・『奥州平泉文書』文化財調査報告第５集、岩手県教育委員会、1

９５８年

・『奥州藤原史料（東北史史料集２）』東北大学東北文化研究会編、

吉川弘文館、1 ９５９年

・『岩手金石志』岩手県文化財調査報告第８集、岩手県教育委員会、

１９６１年、復刊 1 ９８５年

・『紺紙金字一切経』（国宝）中尊寺大長寿院所蔵

・『紙本墨書中尊寺建立供養願文』（重要文化財）中尊寺大長寿院

所蔵

・『中尊寺文書』（重要文化財）中尊寺金色院所蔵

９）自治体史

・『岩手県史』第一巻、上古編・上代編、岩手県、１９６１年

・『平泉町史』史料編一、平泉町史編纂委員会編、平泉町、1 ９８５年

・『平泉町史』史料編二、平泉町史編纂委員会編、平泉町、1 ９９３年

・『平泉町史』総説・論説編、平泉町史編纂委員会編、平泉町、1

９８８年

・『平泉町史』自然編・民俗編（一）、平泉町史編纂委員会編、平泉町、

1 ９９７年

・『宮城縣史（復刻版）』２７（資料編５）宮城縣史編纂委員会、宮城縣

史刊行会、1 ９８７年

・『宮城縣史（復刻版）』２８（資料編６）宮城縣史編纂委員会、宮城縣

史刊行会、1 ９８７年
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１０）図版・写真出典

①図版出典一覧

・要約５ページ、「平泉・一関・古戸・前沢」　1／

２５,０００地形図、国土地理院

・本推薦書５ページ、図１－４、「一関　」1 ／２００, ０００地形図、国土

地理院

・本推薦書６ページ、図１－５、「平泉・一関・古戸・前沢」　1 ／

２５, ０００地形図、国土地理院

・本推薦書３１ページ、図２－３－１、「国宝中尊寺金色堂保存修理

工事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、１９６８年、

２６０ページに掲載の図

・本推薦書３１ページ、図２－３－２、「国宝中尊寺金色堂保存修理

工事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、

２６1 ページに掲載の図

・本推薦書３１ページ、図２－３－３、「国宝中尊寺金色堂保存修理

工事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、

２６２ページに掲載の図

・本推薦書３１ページ、図２－３－４、「国宝中尊寺金色堂保存修理

工事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、

２６３ページに掲載の図

・本推薦書３１ページ、図２－３－５、「国宝中尊寺金色堂保存修理

工事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、

２５９ページに掲載の図

・本推薦書３８ページ、図２－４、「国宝中尊寺金色堂保存修理工事

報告書」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、1 ４９ペ

ージに掲載の図（一部改変）

・本推薦書３８ページ、図２－５、「国宝中尊寺金色堂保存修理工事

報告書」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、1 ５２ペ

ージに掲載の図

・本推薦書３８ページ、図２－６、「中尊寺金色堂」『日本建築史資料

集成５　仏堂Ⅱ』清水　擴、２００６年、1 ６８ページに掲載の図１０

・本推薦書３９ページ、図２－７、「国宝中尊寺金色堂保存修理工事

報告書」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、1 ４９ペ

ージに掲載の図（一部改変）

268 HIRAIZUMI



・本推薦書３９ページ、図２－８、「国宝中尊寺金色堂保存修理工事

報告書」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、1 ２８ペ

ージに掲載の図（一部改変）

・本推薦書４３ページ、図２－９—1、「国宝中尊寺金色堂保存修理

工事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、

２７1 ページに掲載の図

・本推薦書４３ページ、図２－９－２、「国宝中尊寺金色堂保存修理

工事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、

２７２ページに掲載の図

・本推薦書４５ページ、図２－ 1 ０－ 1、「重要文化財大長寿院経蔵・

願成就院宝塔・釈尊院五輪塔保存修理工事報告書」財団法人文

化財建造物保存技術協会編集、1 ９７８年、図２

・本推薦書４５ページ、図２－ 1 ０－２、「重要文化財大長寿院経蔵・

願成就院宝塔・釈尊院五輪塔保存修理工事報告書」財団法人文

化財建造物保存技術協会編集、1 ９７８年、図３

・本推薦書４５ページ、図２－ 1 ０－３、「重要文化財大長寿院経蔵・

願成就院宝塔・釈尊院五輪塔保存修理工事報告書」財団法人文

化財建造物保存技術協会編集、1 ９７８年、図 1

・本推薦書４５ページ、図２－ 1 ０－４、「重要文化財大長寿院経蔵・

願成就院宝塔・釈尊院五輪塔保存修理工事報告書」財団法人文

化財建造物保存技術協会編集、1 ９７８年、1 ５ページに掲載の図

４（一部改変）

・本推薦書４９ページ、図２－ 1 ２、「中尊寺－発掘調査の記録－」

平泉遺跡調査会、1 ９８３年、図３８（一部改変）

・本推薦書４９ページ、図２－ 1 ３、「中尊寺－発掘調査の記録－」

平泉遺跡調査会、1 ９８３年、１１７ページ掲載の図４５（一部改変）

・本推薦書５３ページ、図２－ 1 ６、「平泉－毛越寺と観自在王院の

研究」藤島亥治郎編、１９６１年、DR . ６（一部改変）

・本推薦書８０ページ、図２－２３、「平泉－毛越寺と観自在王院の

研究」藤島亥治郎編、１９６１年、DR. 1 ６（一部改変）

・本推薦書９５ページ、図２－２９、「無量光院跡」文化財保護委員会

　1 ９５４年、Pl. ９（一部改変）

・本推薦書９５ページ、図２－３０　「無量光院跡」文化財保護委員会、

1 ９５４年、Pl. ３５（改変）
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・本推薦書１２５ページ、図２－４４　Early Style of Chinese Gardens 

and Ancient Gardens in Japan‘Paradise and Gardens in East Asia’，

Tan Tanaka， Nara National Research Institute for Cultural Properties 

and Agency for Cultural Affairs，２００９年 ( 原典：「敦煌建築研究」

蕭黙、文物出版社、 北京、1 ９８９年 )

・本推薦書１３６ページ、図２－４７、「宇治遺跡群」杉本　宏、２００６年、

４４ページに掲載の図１７（一部改変）

・本推薦書 1 ３８ページ、図２－４８、 「院政期の京都　白河と鳥羽」

京都市・（財）京都市埋蔵文化財研究所、２００７年、６ページに掲

載の図（一部改変）

・本推薦書 1 ３８ページ、図２－４８、「法勝寺」『国史大辞典 第 1 ２

巻ふ～ほ』福原隆善、１９９１年、７６１ページに掲載の図（一部改

変）　（原典：「日本建築史研究」福山敏男、1 ９６８年）

・本推薦書 1 ３８ページ、図２－５０、「院政期の京都　白河と鳥羽」

京都市・（財）京都市埋蔵文化財研究所、２００７年、１４～１５ペー

ジに掲載の図（一部改変）

・本推薦書１４０ページ、図２－５２、「日本古代の庭園と景観」本中　

眞、1 ９９４年、３５６ページに掲載の図２０６（一部改変）

・本推薦書１４２ページ、図２－５６、Structure and Chronology of 

the Pure Land Garden in Japan， ‘Paradise and Gardens in East 

Asia’，Tan Tanaka，  Nara National Research Institute for Cultural 

Properties and Agency for Cultural Affairs， ２００９年（一部改変）

・本推薦書１６７ページ、図３－ 1、「韓国の建築」尹　張燮著、西垣

　安比古訳、２００３年、２２０ページに掲載の図１８７（一部改変）

・本推薦書１９７ページ、図４－３、「平泉・一関・古戸・前沢　1 ／

２５, ０００地形図」　国土地理院

・本推薦書１９８ページ、図４－４、「平泉・一関・古戸・前沢　1 ／

２５, ０００地形図」　国土地理院

・本推薦書１９９ページ、図４－５、「平泉・一関・古戸・前沢　1 ／

２５, ０００地形図」　国土地理院

②写真出典一覧

・本推薦書３６ページ、写真２－１４、「国宝中尊寺金色堂保存修理工

事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、２３
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ページに掲載の写真

・本推薦書３６ページ、写真２－１５、「国宝中尊寺金色堂保存修理工

事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、２３

ページに掲載の写真

・本推薦書３６ページ、写真２－１６、「国宝中尊寺金色堂保存修理工

事報告書 附図」国宝中尊寺金色堂保存修理委員会、1 ９６８年、２３

ページに掲載の写真

・本推薦書４９ページ、写真２－２９、「中尊寺－発掘調査の記録－」

平泉遺跡調査会、１９８３年、９５ページに掲載の no.1 ０５の写真

・本推薦書４９ページ、写真２－３０、「中尊寺－発掘調査の記録－」

平泉遺跡調査会、１９８３年、９５ページに掲載の no.1 ０６の写真

・本推薦書４９ページ、写真２－３１、「中尊寺－発掘調査の記録－」、

平泉遺跡調査会、１９８３年、１１４ページ、no.1 ３９

・本推薦書５３ページ、写真２－３４、「平泉－毛越寺と観自在王院の

研究」藤島亥治郎編、１９６１年（一部改変）

・本推薦書９５ページ、写真２－７７、「無量光院跡」文化財保護委員会、

1 ９５４年

・本推薦書９５ページ、写真２－７８、「無量光院跡」文化財保護委員会、

1 ９５４年

・本推薦書９５ページ、写真２－７９、「無量光院跡」文化財保護委員会、

　1 ９５４年

・本推薦書１６７ページ、写真３－１１、「九品蓮池発掘　仏国寺復元工

事報告書」（ハングル）崔　夢龍、1 ９７６年　６４ページに掲載の写真

・本推薦書１６９ページ、写真３－1６、Gyeongbokgung，‘HyangWonJeong 

in Gyeongbokgung, Seoul.’　Wikipedia，Joon － Young, Kim，２００６年

・本推薦書１７２ページ、写真３－２２、Chengde Mountain Resort，‘The 

Chengde Mountain Resort,’ Wikipedia，　Wang Leon，２００５年

・本推薦書１７２ページ、写真３－２３、「蘇州古典園林」　“Tuisi Garden 

in Tongli,”　Wikipedea，Gisling，２００４年

・1 ７２ページ、写真３－２４、Lumbinibodhi　Bodhitree and the pond，

‘Mayadevi (Buddha's mother) took a bath before giving birth to the 

future Buddha.,’Wikipedia，Bpilgrim，２００６

・1 ７２ページ、写真３－２５、Sigiriya，‘Sigiriya WaterGardens, Sigiriya’，

Wikipedia，Nataraja，２００５

・1 ７３ページ、写真３－２６、「タ－ジ・マハル」　“TajGardenWide,” 

Wikipedia，Philip Greenspun，２００５
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